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祝 スキー部  

〇庄内スキー大会〇   

女子回転  第 1位 渋谷さん   女子大回転 第 1位 渋谷さん 

〇山形県中学校スキー大会〇  

男子回転  第 1位 清野さん※全中出場   第 7位 遠藤さん※全中出場 

女子回転  第 1位 五十嵐さん※全中出場  第 5位 渋谷さん※全中出場 

男子大回転 第 7位 遠藤さん        第 8位 清野さん 

女子大回転 第 1位 五十嵐さん※全中出場 第 8位 渋谷さん 

新年試筆 

【1年】  「不言実行」 

 〇金賞〇 渡部さん  渡部さん  

 〇銀賞〇 中村さん  渡部さん  難波さん   

渡部さん 

【2年】  「新たな目標」 

 〇金賞〇 難波さん  佐藤さん  難波さん  

 〇銀賞〇 伊藤さん  大舘さん   菅原さん 

佐藤さん  難波さん 

【3年】  「旅立ちの春」 

 〇金賞〇 渡部さん  佐藤さん  有賀さん  

 〇銀賞〇 松浦さん   渡部さん   宮崎さん   

進藤さん 

鶴岡市立朝日中学校 

TEL:53-2092   

Fax:53-2091 

Mail⇒ 

始業式のあと、半紙を滑る筆の音が聞こえてくるほどの静け

さ中で新年試筆が行われました。 

 無心で筆を運ぶ生徒の皆さんに、新年の決意や、4 月からの成

長を感じました。 

 年末にご指導いただいた渡部さんを含めた６名の方から審査

をしていただきました。どうもありがとうございました。 

tel:53-2092


「自分の目で見てから大人になりたい」 ～進路講話 髙山さんのお話を聴く会～ 

 1 月 23 日に、これまで、朝日地域の方々が積極的に関わってきたタイの「子どもの村学園」との交流事

業に関わって、令和 5年 4 月から 1 年間の予定で滞在し、現在もタイ「子どもの村学園」で日本語指導を

している本市出身の髙山さんのお話を 1，2年生がオンラインでお聞きしました。 

 皆さんには、髙山さんの生き方を通して、「自分は何になりたいんだろう」「何をしたいんだろう」と考え

るきっかけにしてほしいと思いながら髙山さんのお話を聴いていました。 

 「自分の目で見てから大人になりたい」 

 この交流事業への参加をはじめ、様々な活動に積極的に取組んできた髙山さんの言葉です。 

 髙山さんの言葉を、君たちはどう受け止めてくれたんだろう…。 

・あなたにはあなたのことを決める権利がある！ 

みんな違うのは当たり前。みんな 1 人ぼっちなのが当たり前。誰かと違っても気に

しすぎなくていい。 

・自分が勝手に壁をつくっていたんだな、と気づいた。 

みんな、泣いたり、怒ったり、喜んだりする。みんな、それぞれの得意なことや性格

がある。それはどんな背景の人であっても同じ。全ての「違い」において、自分が勝手に壁をつくっていたんだな、と

気づいた。 

・口はいいことを言うのに使った方がいい。 

私が中学生時代にしてきたような良くない言動をして後悔を経験するのも学びになると思うけど、あなたが誰かに

つけた傷は、その人にとってはあなたが思うより深いものかもしれない。口はいいことを言うのに使った方がいい。 

・誰かに「ここにいていいんだ」という気持ちを与えているかもしれない。 

あなたが何かに挑戦したり、見えないところで頑張ったり、ちょっとした優しさを出してみたりしている姿は、誰かに

「ここにいていいんだ」という気持ちを与えているかもしれない。 

 秋山は、これまで君たちに折に触れ「夢や希望を持ってほしい」と言ってき

ました。それは、夢や希望があると、その実現に近づこうと努力することが、

夢の実現に近づくとともに、君という人間を成長させることを知っているから。

でも、髙山さんは「夢なんてなくても大丈夫」と言っていましたね。それを聴

いて、「言っていることは真逆のことだけれど、伝えたいことは同じなんだ！」

と感じました。 

 髙山さんはきっと、今は
．．

夢や希望が見えていなくても、いろんな経験を積み重ねるときっと見えてくるか

ら、心配しなくて大丈夫だよ、ということを言いたかったのではないかと思っています。 

 「みんな違うのは当たり前」。すでに夢や希望がぼんやりとでも定まっている人はそれでいいけれど、決

まってなくても焦らなくても大丈夫。それぞれ興味関心や、やりたいこと、将来の夢や希望だって違って当

たり前、それがいつ見つかるかでさえ、人それぞれなんです。だから夢や希望が定まっていない君には、自

分は何をしたいのか、どんな人になりたいのか、という課題を持ちながら、いろんなことにトライしてほし

い、そんなことを言いたかったのではないか、と思います。 

 多くの生徒の皆さんから、アンケートにご協力いただきました。どうもありがとうございます。 

 特に、お話を聴いた日、家に帰ってから回答してくれた方や、翌日に回答してくれた方がいたことがとて

もうれしかったです。今日まで回答を受け付けています。ご協力をお願いします！ 


